
 

以下のデータは、英辞郎 Ver.151（2017 年 10 月 2 日版）で追加されたデータのうちの

一部です。このサンプルデータにおいては、漢字の読み仮名が削除されています。 

 

■active couch potato : アクティブ・カウチポテト◆運動もするが、座っている時

間が長過ぎる人 

■aerial defense tactic : 防空作戦 

■after the closing bell : 〔株式市場の〕取引終了後に 

■at bargain-basement prices : 〔価格が〕格安で 

■atypical worker : 非典型労働者◆正社員契約をしていない労働者 

■buck slip : 回覧票◆組織内で文書を回覧する際に配布元と配布先を記載した紙◆

【語源】1 ドル紙幣(buck)くらいの大きさの紙であるところから。 

■bug bomb : バグボム◆部屋を締め切って充満させる方式の殺虫剤 

■civic tech : シビック・テック◆市民がテクノロジーを利用して、地域の問題の解

決に取り組むこと。 

■collectors' item : 《a ～》コレクターズ・アイテム◆収集家が欲しがる物 

■comfort TV shows : 癒やし系テレビ番組 

■cross-border e-commerce : クロスボーダー［越境］EC◆国境を越えた電子商取引

◆【略】CBEC 

■deep bathing : 全身浴◆首までつかる入浴 

■do one's dead level best : 最大限の努力をする［行う］ 

■dress-down Friday : ドレスダウン・フライデー◆カジュアルな服装で出勤できる



 

金曜日 

■extra curricular activities : 課外活動◆学生が学業以外に行う活動（サークル

活動など） 

■good-till-cancel order : 《株式》無期限オーダー、GTC オーダー◆顧客が注文を

取り消すまで無期限で有効となる指し値注文◆【略】GTC 

■gravy boat : グレービーボート◆グレービーソースやカレーを入れる舟形の容器 

■grocery getter : グローサリー・ゲッター◆購入した大量の食料雑貨類(grocery)

を乗せられるスペースがある自家用車。 

■hostile media : 敵対メディア◆敵対的な報道をするメディア 

■inbound tourists : インバウンド旅行者◆外国からやって来る旅行者 

■independent panel of experts : 《an ～》専門家による第三者委員会 

■just before the closing bell : 〔株式市場の〕終了間際に 

■mileage millionaire : マイレージ・ミリオネア◆航空機を利用してマイレージポ

イントを 100 万ためた人 

■one-handed food : 〔運転・作業などをしながら〕片手で食べられるもの 

■pirate ship ride : 〔遊園地の乗り物の〕海賊船 

■raw foodism : 生食志向◆食材をなるべく生のままで食べること。 

■remittance person : 〈主に英・侮蔑的〉レミッタンス・パーソン◆本国から生活

費を送金してもらいながら外国に居住している人 

■roaring forties : 《the ～》ロアリング・フォーティーズ◆南緯 40～50 度の暴風

雨海域 



 

■senior cut day : 〈米〉シニア・カット・デイ◆高校 3年生のクラスの一部または

全員が学校をサボる日 

■sensitivity reader : センシティビティ・リーダー◆出版前（または公開前）の原

稿を読んで、社会から批判される言葉遣いや表現（人種差別や性差別など）がないか

どうかをチェックし、その結果を執筆者または出版社に報告する人。 

■separate property : 特有財産◆夫婦が共有する財産ではなくて、夫婦が結婚する

前に別々に所有していた財産。 

■sidewalk chalk : サイドウォーク・チョーク◆舗装された歩道に絵を描いたり、文

字を書いたりするためのチョーク 

■sky pool : スカイプール◆二つのビルの屋上にまたがるように作られたプール 

■sky ride : スカイライド◆遊園地などで、高所に設置されたワイヤに引っかけられ、

空中を移動できる乗り物。 

■skyscraper ad : 縦長のバナー広告 

■smartphone zombie : 《a ～》スマホゾンビ、歩きスマホをする人◆歩きながらス

マートフォン（携帯電話機）を操作する人◆【複】smartphone zombies 

■stalker site : ストーカーサイト◆有名人の熱狂的ファンがその有名人の最新情報

を公開しているウェブサイト 

■strip lighting : 〈英〉〔1 本または 2本以上の〕直管蛍光灯による照明 

■swinging ship : 〔遊園地の乗り物の〕バイキング◆大きな船の形をした乗り物で、

ブランコのように大きく揺れる。 

■uninvolved parenting : 親として子どもに無関心であること、ほったらかしの育児 



 

■vacation hangover : 休暇疲れ◆休暇が終わって日常生活（または仕事）に戻った

時に覚えるけん怠感 

■vibe manager : バイブ・マネージャー◆職場の雰囲気を良くすることを任務とする

人 

■wine detective : ワイン・ディテクティブ、ワインの探偵◆あるワインが本物か偽

物かを識別 

 

 略 語  

 

■ACR : ＝attenuation-to-crosstalk ratio●減衰対漏話比 

■DFA : ＝deterministic finite automaton●《数学》決定性有限オートマトン 

■EC : ＝epistemic curiosity●《心理学》知的好奇心 

■FOG : ＝fiber-optic gyrocompass●光ファイバー・ジャイロコンパス◆角速度の検

出に光ファイバー・センサーを用いるジャイロコンパス。 

■SSP : ＝skin perfusion pressure●皮膚組織かん流圧 

■UHS : ＝uncombable hair syndrome●くしでとかせない毛髪症候群 

 

 例文集「例辞郎」に追加されたデータのサンプル  

 

■Now where did I put my phone? : あれ、私、携帯どこに置いたんだろ？◆【場面】

携帯電話が行方不明。◆この now は「はてさて」「差し当たっての問題は」というよ



 

うな意味。「今置いた」という意味ではない。 

■See you never. : あなたとはもう会いませんからね。／おまえの顔は、二度と見た

くない。／消えうせろ。／二度と来るな。／おととい来やがれ。◆「いついつにまた

会いましょう」という普通の別れの挨拶（See you later. や See you tomorrow. な

ど）の「いついつ」を never（絶対しない）に置き換えたもの。 


